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令和３年度第１回富士見町総合教育会議 議事録 

 

 

日 時  令和４年３月１４日（月） 午前１１時００分～午後１２時０５分 

場 所  役場２階 教育長応接室 

出席者  町長 名取重治  教育長 矢島俊樹 

教育委員 小林俊一  北原八重子  伊藤成八  吉川満美  

子ども課長（小池美咲） 生涯学習課長（小林直志） 

井戸尻考古館・歴史民俗資料館館長 小松隆史 

総務学校教育係長（小林宏充） 記録者（矢崎絵里香） 

 

 

１．開  会 

〈小林教育委員〉 

これより第１回富士見町総合教育会議を始めます。よろしくお願いいたします。 

 

２．確認事項 

（１）富士見町総合教育会議設置要綱について 

（２）富士見町総合教育会議の公開について 

 

３．協  議 

（１）町内児童生徒及び要配慮児童生徒の実態について（非公開） 

 

（２）GIGA スク－ル構想推進事業の運営の実際と今後の課題について 

〈教育長〉 

「GIGA スク－ル構想推進事業の運営の実際と今後の課題」資料により説明。 

 

・令和 2年度中に 1人 1台端末を整備・配付し、新型コロナウイルス感染症による 

 学校休校中にも健康観察やオンライン授業等で活用している。 

【成果と課題】 

・町全体の授業改善に役立てようと考え、加配教員の配置を行った。（R3年度） 

 タブレットを使ったどのような授業を行えるのか研究した。加配教員が自校だけでな 

 く、町内の３校を訪問して、それぞれの学校での成果と課題を共有することによって、 

 ４つの学校で均質的に授業の質の向上が見られた。 

・デジタル教科書を使って視覚支援を適宜行うことができ、児童生徒にとって理解がし

やすくなっていると、授業の中で担任が感じている。 

・授業の中で、グラフを作る時間よりも、グラフの使い方や解釈に時間を使うことが出

来た。 

・保護者からは「知的好奇心」が高くなった。ベストアンサーに向けて頑張る姿が多く

見られる等の声がある。 

・場面緘黙など特性のある子どもが、タブレットに自分の考えを発信できるようになっ

た。 

・課題としては、モラル面での指導をさらに進めたい。 
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・町内の小学校ではほぼ 100％の教員がタブレットを使用しているが、中学では教科に

より差がある。教科の特性を生かした活用法をさらに研究したい。 

 

子どもたちが「主体的、対話的で深い学び」に結びつくように学校現場では様々な研

究をしてきた。今年度は算数、数学を中心としていて、その他の教科ではまだ浸透し

てはいないが、今後一層の研究を進めて、さらに効果のある学習につなげていきたい

と思う。 

 

〈小林委員〉 

今年度は本格的に運用開始した。かなり成果が出ていると感じた。課題は教員の授業

改善、教員一人ひとりの活用力を上げることだと思う。 

 

〈教育長〉 

 教員の指導力向上のための研修を実施する。学力向上委員会でも研究していく。 

 

〈吉川委員〉 

 家庭でのタブレット持ち帰り学習もあるので、ネットリテラシーや健康（視力、使い

過ぎ等）についてもサポートしていただきたい。 

 

〈教育長〉 

 ネットリテラシーについては、チャット等の画面上に書き込むことへの恐ろしさを知

ること、拡散してしまうこと等、学年に応じた指導を行っている。 

 健康（視力、ブルーライト）についても、画面を見る時間は 20分を超えないように、 

 20分過ぎたら教科書・ノートを使ってやるように等、指導をしている。 

 

 コロナ禍において今後も必要性が高まるので、様々なことに配慮しながら進めていき 

 たい。 

 

 

（３）重要遺跡の保存・活用に向けて 

〈小松館長〉 

「重要遺跡の保存・活用に向けて」資料により説明。 

（背景、計画と進捗、遺跡の保護等） 

・発掘と保存の今後の方向性について 

・藤内や曽利、とくに藤内は、出土品が指定され、かつ遺跡の保存状態が良いため、遺 

 跡そのものを史跡指定して未来に遺し伝えることができる、貴重な事例である。 

 モノだけが指定されて飾られていればよい、ということではなく、当時の人々が生活 

 した痕跡＝遺跡をのこしてこそ、地域の歴史を学び、愛し、誇りとして未来に守り伝

えることができる。そして遺跡について学ぶことは、地域の成り立ちや風土、歴史や

自然、産業などを総合的に学習することにつながる。 

・保存活用計画は、国史跡に指定されると策定しなくてはならない。現在は井戸尻遺跡

の保存活用計画の策定に向けて準備しているところだが、曽利・藤内を含めた「井戸

尻遺跡群」という指定になる可能性があり、その場合、井戸尻・曽利・藤内を一つの 



3 

 

 史跡として計画策定することとなる。 

機を逃さずに、しっかりと重要な遺跡を守りながら、町全体の遺跡の保護を行ってい 

 きたい。 

 

〈小林委員〉 

 ワクワクするような計画。井戸尻の良いところを日本中に向けて発信していってもら 

 いたい。 

 

〈小松館長〉 

 今後、広い視野で「井戸尻遺跡群」の保護を進めていきたい。 

 

 

〈町長〉 

 コロナで大変な中ですが、子ども達の教育のために今後もお力をいただきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

午後１２時０５分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


